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2005 新年を迎えて！ / 民主党本部2005年度定期大会を開催 / －部落解放愛知県共闘会議－愛知
県・名古屋市と交渉 / 愛知県連として名古屋市長選挙 松原武久氏の推薦を承認 / なごや夢普請 
～協働で新しいなごやを創る～ / あなたとともに民主党「党員およびサポーター募集のご案内」 / イン
フォメーション/ 編集後記

 新年度を迎えるにあたり、まずもって昨年度発生した台風

や新潟県中越地震などの自然災害により犠牲になられた

方々のご冥福をお祈りするとともに、ご遺族ならびに被害に

遭われた方々に対し心からお見舞い申し上げます。民主党

は、被害に遭われた方々が一日もはやく通常の生活に戻る

ことができるよう今後も引き続き支援を続けてまいります。 

  さて昨年の参議院選挙では、多くの県民の皆様のご支援

をいたただき、愛知県選挙区と比例区におきまして3名の現

職全員の当選を果たすことができました。また、全国的にも

自民党を上回る議席を獲得し、次回総選挙での政権交代の

実現に向けて足場を築くことができました。これもひとえに

皆様のご支援の賜物、と心から感謝申し上げます。 

  一方で、昨年は秘書給与詐取事件という政治不信を助長

する不祥事を党所属国会議員が起こしてしまいましたこと、

県連を代表して皆様に心よりお詫び申し上げます。この事

件に加え、愛知県第15区における選挙違反事件に関連した

引責辞職により、一昨年秋の総選挙でいただいた県内15選挙区すべてでの議席のうち、二議

席も失ってしまいました。皆様の信託を受けながら、その任期を最後まで全うすることができ

ない事態を招いてしまったことを県連としても深く反省し、県連内に刷新プロジェクトチームを

設置して、再発防止に努めてきました。今後とも二度と同じような過ちを繰り返さないよう、最

大限の努力を続けてまいります。 

  またこの春行われる名古屋市長選挙に関しては、推薦候補決定の過程で皆様方に大変ご



 

 
 

 

 

 
 

心配をおかけいたしました。二大政党制、マニフェスト重視という新しい時代の到来の中で、

誤解や混乱が一部ありましたことを率直に認め、お詫びするとともに、この間の私どもに対す

る批判の厳しさは、逆にあらためてこの愛知県における私たち民主党への期待の大きさの裏

返しであると受け止め、今後はその期待に応えるべく、県連全体で一丸となって信頼回復に

向けて進んでまいります。 

  今年度は4月に予定されている名古屋市長選挙を除いては、大きな国政選挙、統一地方選

挙が予定されておりません。私たちはこの名古屋市長選挙において推薦した現職の松原市

長の再選に全力を尽くすとともに、次期統一地方選挙、そして政権交代がかかる次期総選挙

への準備を怠りなく進めていきたいと思います。 

  中部国際空港が開港し、愛・地球博が開催され、この愛知県が日本のみならず全世界で注

目される今年。大きな飛躍の年を迎えたこの地域の皆様とともに、民主党のさらなる飛躍をめ

ざしてがんばります。どうか今年度も民主党愛知県連に対し皆様方の変わらないご指導ご鞭

撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

 
▲ 
top

 昨年12月19日(日)～20日(月)の2日間、福岡市内の

ホテルにて行われ全国から約800名の代議員が参加

した。 

  1日目は、地方代議員・特別代議員分科会（政策分

科会、選挙・組織分科会）、地方代議員・特別代議員

総会が行われた。 

  2日目は大会本会議を開催し、2005年度活動報告

方針案、予算案、2004年度決算(仮)などの決議が行

われた。今大会では05年度活動方針として「より骨太

で具体的な政策を形成」「地域組織・地域活動の強化」「信頼される政党へ、党改革をさらにす

すめる」などが提案された。冒頭、「今、日本改革のリーダーとして、志を同じくする民主党の

皆さんの先頭に立ち、何が何でも日本政治の転換、日本の復活を実現することを、ここで国民

の皆さんに対して、はっきりと約束をいたします。ともにがんばろうではありませんか。」と民主

党代表岡田克也はあいさつを述べた。
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 民主党愛知県連も参画している部落解放愛知県共闘

会議（議長＝中村 宜）は昨年12月15日(水)、名古屋市

に対し、12月17日(金)には愛知県に対して交渉を行っ

た。 

  15日(水)の名古屋市交渉は13:30～市役所内で因田

名古屋市助役をはじめ、市幹部の出席により行われた。

県共闘会議側の参加者は20名、名古屋市会より、服部

将也、須原章、うえぞのふさえの3議員が参加した。主な

内容は、2005年度の予算内容について、改良住宅につ

いて（なごや人権施策推進プランにあるシルバーハウジ

ングの精神の基づいた住宅対応）、市民、職員啓発の実

施について（名古屋市人権啓発推進会議のこの1年間

の取り組みについて）、戸籍・住民票等の個人情報につ

いてなど、名古屋市の考え方を再確認した。 

  愛知県交渉は17日(金)14:30より自治体センターで行

われ県共闘会議側は25名、県議会より渡辺まさし、高木

ひろし、黒川節男の各県議会議員が参加し、同和行政、

人権行政の充実を要請した。特に教育・啓発について

は、人権保育の基本指針の早期策定、大手不動産仲介

業者による本籍地記載を求める書式等の改善後の状況

報告を強く求めた。県共闘会議は、県の被差別指定地

区のある津島市、知立市、甚目寺町、小坂井町で同様

の交渉を予定している。
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◆松原武久 プロフィール◆  

生年月日 昭和12年1月26日 67歳 

昭和30年 東海高校を卒業

昭和35年

愛知学芸大学（現・愛知教育大学）を卒業。 



 

 

 

 

 守山東中学校、神丘中学校教諭、丸の内中学

の教頭を歴任。大森中学校校長、名古屋市学校

教育部長を経て、

平成7年 名古屋市教育長に就任。

平成9年 名古屋市長に当選。 

平成13年／名古屋市長に当選。（2期）
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～失われたきずなの再生、思いやりの心に満ちあふれたまち～ 

 
～人・物・情報・資本が国内外から行き交い、集積するまち～ 

 
～真の地方分権を確立、着実・誠実でバランスのとれた市政運営～ 

   スーパー指定都市、市民の目線で行財政改革 
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「党員とは？」 
○民主党の基本理念と政策に賛同する18歳以上の方なら誰でもなれます。

○在外邦人や在日外国人の方でもOKです。

○党員は、それぞれの地域にある民主党の総支部（総支部がない地域は都道府県連）に属

します。 

（総支部）とは、衆議院、参議院の各議員、または公認候補者などを代表者とする民主党の

地域組織です。

○党費は年額6,000円。（※減額制度有り）



 

 
「サポーターとは？」 

○党員は民主党の運営や活動、政策づくりに参画でき、党代表選挙で投票することができま

す。

○党員証と、民主党の広報誌「プレス民主」（月2回発行）が送付されます。党員の権利や活

動は民主党規約や組織規則、倫理規則で定められており、それ以外の義務、ノルマなどは

ありません。

○民主党を応援したい18歳以上の方ならどなたでもサポーターになれます。

○会費は年額2,000円。

○サポーターになると、党代表選挙で投票できるほか、党で主催する講演会や勉強会、イベ

ント、選挙ボランティアに参加できます。
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■インフォメーション
■第6回定期大会 

日時 2005年2月6日（日）10：00～12：00頃

会場 名古屋クレストンホテル9F「クレストンルーム」他

名古屋市中区栄3－29－1名古屋パルコ9F 

TEL 052－264－8000

規模 執行部38名（四役・幹事・顧問、非議員1名） 

議員代議員75名（役員除く） 

総支部および支部代議員351名

■第10回ジャパン・リーダーズカレッジ 
日時 2005年1月22日（土）13：00～17：00

会場 アイリス愛知

  講師  寺島実郎氏 三井物産戦略研究所長

テーマ：企業・国家の戦略

■豊田市議会議員「増員」選挙の推薦（4月24日投開票）

 
◇候補者名 作元志津夫（さくもとしずお）藤岡町議1期・民主党籍

編集後記

 この2ヶ月間、新聞等で騒がれた名古屋市長選も、やっと決着をみた。脱力感虚無感だけ

が残った気がする。民主党の“若さ”が、いい意味でも悪い意味でも、露呈した経過だったと

思う。今回の騒動に様々なご意見をいただいたけれど、批判も応援もすべて納得。今こそ原

点に帰ろう。市民の目線にたった、政治をしよう。



 

広報委員長 田中 里佳（名古屋市議会議員）

インターネット・アドレス

http://www3.ocn.ne.jp/~minshu7/ 
e-mail:minshu＠dream.ocn.ne.jp 
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